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互　はじめに

　思春期は，子どもが身体的，精神的，それに社会的に

も急激な変化，成長を遂げながら，成人とな るまでの中

間的な段階であり・その渾律にお勢ては登校拒否や非行

などさまざまな病理現象が発現しやすいといわれてい

る。ここでとりあげる症例は，児童期から思春期にはい

りかけた食欲不振傾向を示す11歳の少女である。ただ食

欲不振といっても，二こ十数年精神医学や臨床心理の世

界で，1つのトビックになっているいわゆるAnbrexia

Nervosa（神経性食思不振症）とは一概には習い難い

が，そこには思春期に特有の問題力監多く含まれていると

思う・そこで本毎では・親との心琿的稼存関係から次第

閃自我に目 ざ南，家族からの心琿的離乳を県たし，さら

には朋友との人間関係を通して成長していく過程を， 本’

児との治療過程で描画や箱庭に表現された自己イ〆一ジ

を中心に考えてみる。 　ド』』”．㌧ 、』 』み

耳1症　　例

rグライヱソト：M子6』11歳（小学6年生）㍗

・主訴ζ 食欲がないよときに吐気，胸痛ボ腰痛を訴える。

普通出産，”発育順調で特記すべき既往歴はない。』幼児

期からおとなしく，；・偏食がちで， ものごとに敏感なとご

るがみぢれたボ小学校にあがってから、は自分から人に話

i〉か砂たり， 外で友達と遊びまわるという たこ．とは苦手

で，親友も少なく， 積極性 ・協調性に欠ける面は現在も

みられるがド道れといった問題は認められないゼ学校で

は軽い貧血を起こしたり，1気分が悪いといづては保健蓋

で寝ていること．がよ．くあ斎どヤ・1う。 1成績はクラスの中

位。

∫最近，特に思い当たる理由もないのに義食欲の減退が

目立ヶてきiた。1食ぺても〆．「食物が喉にっかえるのが心配

で，一 ドロドFになるまでゆづぐり嘲みくだ恥ている。1 と，

ぐに朝は食が進まず， 「学校の給食が食べ、られなかった

らどうしよう■「朝食べられないから1学校で走れない」

　　　　　　　P　l㌧il－1 、：r　r、』 　　　　　　。G　．

と涙を流すことさえある6同時に，』吐気や腰痛を訴える

ことが多く，湿疹もでるという。体專準鍋聖≦舜畏夢53
。皿）にまで減少するが，本人はそのぎどをおま乙り気提し

ている様子はない。先日も風邪で高熱を出し，学校を3

日間休んだ。 ．その時瓢食欲がない，1 喉にっかえるとし ｝っ

で，・隻ほとん．ど食礁をとらな糖うたず母親はM子の風邪と

食欲不振を心配して愛育病院の小児科を受診しジ心理治

療にまわさ艘て きた。1・ ㌔

』小児科を受診してから， r心理治療のイ ソテrグの日ま

での一週間の間に，・｝っの出来礁が起きた。M子は大き

なアメ玉をなめて野たが武突然それが喉につかえ，1息が

できずにどでも苦しんだの である。1幸いその時は大事に

いたらず，1・、7、メ玉はすぐにとれた。・しかしドM子がいつ

までも喉の痛みを訴えるため‘． i某大学病院にっれて、いぎ

診察してむら1いピiぞ尋委は簡単な処置を受けた準けで帰

されたガξ、ころが，1ζ・帰ワ道，写M子は依然と、して「喉が痛

鴇」・ 「喉が渇く上と憤うて騒いだのである。・母親はぞれ

をM子の甘えと判断し，．毛あまり．賛やかすと癖になβ・』と歎

う，これくらいのことは我慢できなければいけない と考

え， ・その二とに嫉取合わずバス…に乗うて帰宅したと1い

う6 ヤ『き‘1 ヒ「い1・’ 1）｝諾デ・1、』一：ゴ』『．1㌧』⊃・1 1『 ・ゴ

家族 ；・颪親，、兄（屯 3），5弟（小3．），、、本児の5人家族6

父親ぱ自宅で機械販売の会社を経営し，’母親は審務手伝

軌を．し て．捺る6．；兄弟は共に学校の成紋が優秀で蒜母親は

そのことに満足 し£また自 慢でもあるバしかし・言その期

待はぞ⑳ま ま本児にも，向けられヂ有名私立中学に合格蚤

せるざぐザli2人⑫家庭教師をつけ塾にも通わせてし、る。｝

母親は子ごもの教育には熱心重ヂそのための労力は惜し

まないσしかし反面，l　l 顔人台人の子どもり個性を認や捗

子どもが伝達し衷現じよ．うとする真の意味については弟

ま、り敏感と！はい匁ない。試こζに子どもの示す甘えや依存

性嬉対・しズ‘，＝くそれを寒盛的嬉受けとめる；とはそれほど

得意ではないように思われる。M子の食欲が減退し身体

が褒弱すうめを心配はしても，子どもの好きな消化のよ

い食琴物を特男聴…こ，しら えてあげるような配慮はせ｝ず，
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夕食などはむしろ外食をする機会が以前にも増して多く

なった・というのは・腿節綿餌作鮎鮫驚1ーヤ

しくM子の食ボ進むと考えたのである。ところが実際は

母親が思うほど鰍が出飢腰惑茸立つて倣畔，．
たる結果に終ってしまう♂交親ば子ぎも》＜め理解はある＝

程度示し，子どもに対する母親の無理な要求をたしなめ

重1灘二醜テ磐噂轡り脅処，とはあr

　以下の治療過程は，主に子どもとの治療の展開を中心

に記述する。尚，本児の治療は神田が担当し，母親との

カヴシセリ・ソグは隔週・で権平が担当した。 切『「 ・』

　耳』』1含 球唄馨』』∵・．．　．、、、㌦：

～、＾」

第1回　【＝1 』』、 ぺ、r　l』 ’1
〆．F 』f． 1』、▽

　顔は日焼けして，思づたより 元気ぞう6卜痩せてばいる

がプ 』わり・とじらかりした身体つきをじてし、る。1はじめの

う・ち，・ 極めて不安げでときどぎ上眼づかレ～に治療者の方

を見たかと思うと，ときに一点を凝視し，1 何かひどぐ思

いつめたような眼をするときがある。非常に緊張じてい

るのがゼ 終始手で身体のどこ・かをこするよ1うに「ざわり，』

なんと・も落ちつかない様子。家族や学校のごとを聞いて

も，汀はい』下いいえ」ど紋切型の答え∵ しが 返与てこな

い6』下お母ざんにここにつれてこられズ，べなんか戸惑っ

てる感じ？」 と言う1と，初めて土ま》．とうなづく。一それ

でも』しだいに慣れ‘てきたのか，1表簿に生気が甦り ，』手芸

が好きだとが，』塾に通っていること lな，どジト当たり障りめ

ないご411には短く礼儀正しく話すよrうになぞ蕊初回面接

終了後，、母親の腕にしがみつぐよ・うにじて帰らてし）ぐ姿

は，r 印象的であった5　弓 1『 1」瞭テ克呪．、｛ t　，「

　瓢子の最初の印象と じては，’自分に自信が持てずオ，．ド

オドしていて，無力感さえ抱いていることがうかがわれ

た。』みんなから劣っているのでぱなレ雪が，人前で失敗す

るのではないかと用心深くなるあまり，r行動が抑制的に

なる擢かりでなく彩周囲からの働きかけにも無関心，ゴ．無

気力を装うことで，卜侮つきやすい自尊心をがろうじて維

持しrζいづ』よ うに思われる。一また， 表面的には表f冑に乏

しく・ヂ言動は嗣見従順であるが，』どきおり児ぜるじ6と

耐えているような厳しい表情やぶらきらぼうな受げ答え

からみ内面的に深く攻撃性や敵意が潜んでいるよ、う にも

感じられたσIM子にど6て， この治療め場を」：』』 からも

侵害されない安全な場であると感じ，P素直に感憐が表現

できるよう1になることが∫なによ珍もまず大切であるど

考えた4
『～

』1』吻

第2 回ンx㌔

　　　　ノ前回の緊張ぷりとは打うて変わり，O最初がら笑顔をみ

　せて入室する。だいぷリラクッスしている。机の上の画

聯腿堂警ρ1穿汀何蝋・金？」と聞くと・黙って
　鉛筆をとるが，そゐまま「しぜぢく考えこんでいる。　「何

饗モ，勉糖幣り 1柔，霞の℃好きなように人を

“描いて潅たら一と 健すと，r」気に推きあげる（第工図）。顔

　瞳笑ってはいるものの，・相当緊張した身体と大きく見開

　いた眼が特徴的。最近のマソガの影響もあろうが，それ

砕ごしても，まわりのものに対する強い警戒心や脅えを抱

　いていることが，その見開いた眼からとくに印象づけら

　れた。いつも人間はこのように描くという。

　　第工図　　　　　　　　　　　、．，
　　　　　　　　　　　　　　　　　1怒　”　’，、

　　　　　　　　　　　　　　難難繋…鱒．

Pκ■■　12　

　、　一1

、［』

＝．⇔

、1憤マ’∫つシニ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一あ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
詠、1、

・今度は，』部屋の片隅に置｝～てある箱庭の用具に興味を

示し，不思議そうに見ている。やり・方を簡単に説明する

と・やってみたヤ’という・まず酵で鮮す働≧㌣ぱ

らくその感触を味わうかのように手のびちで砂をもんで

塵・ら箱庭の中央下に砂を集めて台地をつくり馬を置勝て

いぐ。鼠「ぶんなが食べられでしまうがも知れないがら」

と嘗いながら ，』中央上のライオソと象には棚で厳重に囲

いをじ：ズしまうよ左上には2本の木と子やぎがr匹雛

る5棚のかわりに指で砂に線を引ぎ〆全体を7めの領域

に分割し， ・そのぞれぞれにほぽ同種の動物をなら1べ，層全

部宅50～60頭と・，』用意し之あっ た動物ばがり・，・1そめほ，と

んどを使づて箱庭いφぱいに敷き詰める（舞豆図）。ll動物

はみな棚の中にきづち り・と押し込められ’室どう にもヂ身動

きができないぱがりか相互の交流もなぐ，∫ダ・トナミ扇、、クr

な動きに欠ける箱庭になっている。自分は木の下の予矩

ぎでジ強い動物に食べら れそう・で恐レ～げれども：，，ずべて

に棚がし《あるから安全だというよ棚の中の悪しい動物

たちは，』M子に向からで侵害的に押じ寄ぜてくる外界な

のであろうか，それともデ彼女自身力｛抑制して抱いてい

る諸々の欲求や衝動なのかもしれなbφ 動物のうち，ゴ
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神田他三食錬不振傾向鳶歩 し㊧悪膏塑京テの一症例

．ム製のへ・ぐ， ク．テ〆 李卑デだけは初め瑛ら気抹幕が1？て

使わず，棒で棚の隅に押しやる。「そう、瞬う 参嫌い？」

　　　　　　　　　　　　、と聞くと，．rウ1／，、汚いし気持悪いからイ．ヤ／オ蔦、、何

か得体が知れず，汚れて無気味なものへの忌避感情を示

す。

第血図

、　、、

　第3回，
　　　　●一
　箱庭を20分かけて、つ くりあげる。構造的κは前回とそ

れほ ど変化豚ない。』・ただ“使用した動物の数がいくぶん

減り， スベーニスに余裕があるのと，．チ‘棚1♪のっも・りで砂

に引かれ1た線が，途中から“道？ に変わっているずだ

がダ動物は決して他の頷域には出ていかないと レ呼う。

「このサ～レ， 木に登れるかしち』 之言いなが、ら，大礁そ

うに木のr番上にのせ る己・〔サル好きみたいだね」と言

うと， 「そう，だって私の．年ですもの。これ私なの。こ

こから動物たちを見てるの」1とうれむそう6、棚が道に変

わ、り，全体が開放に向かって徐タに鋤きだすと5・、その流

れには乗れず， 木の上に身を退いてそれを眺めている塗

ルの姿は，心に確かな拠りどころをもたないM子そのま

まのような情景である。

　後半は話しをする。家では少女マンガを読むのが好き

で∫兄弟とはあまり遊ばないじ学校の友逮とは休み時間

に話しをする程度で，し放課後でどこかに遊びに行ったりす

る親友はいない。来年は私立の中学校に進学したい。，そ

のためヂ週の うち3日間は家庭教師が家に来て勉強，、、伺

曜日も塾に通すているとのごとず’「ぞれじゃ，』こ遊ぷ時間

がないね。つまらなくない」込言一うと，ぐ一瞬キ ヅと．した

顔をして，黙ゐて答えない。 毎日が勉強に追いたてられ

る生活への不平一！ 不満や3 いつも口でばかり指図する母

親に対する感情に焦点を当てるべく， 、内容が深まらずや

や焦1り二を感じていた治療者の問いか けに，．沈黙してその

こ乏に触れるのを避けている様子であるも・現段階では 自

分の内面を直視すiるのはやや時期尚早で無理があづた5．

今はただなんとなく毎日が重苦しく，一ただなんとなく毎

日が心細く不安なのであらて， 怒りや憎しみの感情をは

シネき汐意識・して しまうζξは・ かえって海乱さえ引き起

；．しかね墾・。今の彼女輯とって・ む』しろ周隅の大人・

肇を瞬輝の枠組〈神1ジギル）乾婦〆行動してヤ・多

方が楽であワ， 肇全でもあるわ嫉で挙る。

・第4．回

、箱摩で・ 今回もまず砂犀道ゑ引きド全体を吟く？かg

題域礁仕切った中聾動笏をぴととおり並べる。依然 とし

てヲイォ！ぐ象母1ナは棚の中に，ヤ、る。．それ炉終やると作

昂をレ騨らく眺夢でレゾ寺。．すると今度1ま， ち・キ うど箱庭

り・中央に置瞭て毒った数頭ゆ轟を取 り除き，ξ；り砂を

掘pて池をρ・糞る固容ら脇池から沸れ出た水嫉小川

≧な？て甲芳碍海第獄りめ， すタてΦ動物曝ζの鞄や小

川1こや って来て，水を飲ルだ1り，本遊婿を蜻診1るうキ）つ

④閥殖か道峠消え，、木oてφぺんに登？たサノレだけ揮こ

ρ米母．を見∫ル・多す舞涼と．レな砂藻Φ中に串現レたオ7

．シろゆタう艦郵、隼命9〉録参啄マジワ≧湧野て毘て・単子

のむと滑体奪潤 ㌧そ劃力瀬ネルギーと塗っズ躍動を頬

めてし）為 こζカ㍉ある種の盛動をもって感じら れた。．

第』年回㌘ 7回じ、、ン
、

　rこの頃ホリ，、母親φ．寿ク図セリングのない時曝，r人

で来所でき るよう鱒なう。5回図の圃擦でト入室すると

今剛よ箱磨で璽な、く屍・ トラ．著ブでろピード・ゲームをし

よう・とい製 自ち姫み り仕方とルーノレを説明し，，始め

るが，．、準療者に≧ン？ズ卸ざ〉てのグームのなめ，、恥く らや

．っても勝つマ7がうまくつかめずM子の導勝が続く。 そ
んな、ξ1きはヒ3「ヤ1ッ タ！1ヤ ッタ！」と得意気にはしや

ぎ，童気揚々 と輝 2て悔、く銑

、、 次の回も当然の ごとくスピードゆゲや、ムに興じる。

「はやくやろ う』1と治療者を促し，わざわざ治療者の、と

なりに席を移して座る◎依然としてM子の優勢は続いて

いるが， ときに治療者が勝つと， 意気消沈してはいる＝も

のの表悩にはあらわさなヤ・6 「やっと勝てたね」と冒っ

ても，表情を押し殺した調子でその1ことには無関心を装

い，何の反応も返ってこない。おしいところ瞭負けそう

になったときなどは， その1ときだけ自分の都合のいいよ

うにルールを強引に変更して・しま、うM子には・いたく困

惑させられた。勝敗にこだわって負けた，くないとい1うよ

　　　　　　　　　
　

りも， 負け ることだけは嫌だ1といった様子であるp・優越

・成功はあたりまえのこと．として受け容れるが敗北や失

敗は容易には認められずF 1あうてはならぬごとなの鷹あ

ろう。二勝ちや成功はi、、二まわ！りの人からの賞賛を意味する

というより， 叱責や非難を回避できるといこう，・そうした

意味合が強レYと思われる。、 1』』 　

　7回目1も， 前回負けたこ・となどまうたく気にしていな

いかのように，明るく屈託がない。このろ．ピ門ド・ゲー
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怯と！ぷち遊びはll一数合せをモ之”相季よ⊃り阜ぐ自分の持

ち・み蓄ド1を全部捨セるめを競＝うレ」ム黛ある5ゲ」去回

数が進む比ろれ← M子は徐々にそぼあるが負けた・く亭し

さを表現し，さちに再銚戦を試みる まシうに1さえなづゼき

た。そこで，ここではもうM子と治療者が互レイに勝敗を

競ら文もプ恐ち之途中’で勝負』を放棄する妃乏な く『樹え

られる1であろ』う1と判断されだしゴi巌＝たそのこ・と1が必要で

易疑考えた磯治麟も龍麟率iを5分紛のと
ころまそ挽回しズ“らた乙 案の定，∫M子も負けま卵とし

てますます一生懸命になっているよ・ちととちがゲ』ム’中1

真剣さのあ ま1りM子はガードを 1枚机め下に落と しでし

fまうぎ唆れにはおかまいなしレこ，・治療者｝拍分めヵ詠

を捨て紀卵るを；、突然「先生ズルイソ ・先》こやづちゃダ

タノゴと真顔で怒らたよ一瞬おいて，・み芝手どい剣幕で

怒鳴らた百分め姿比気づいため痂，λある・レ～は象た；・1似前

に何回が恰療春が出」ドを落どしでも糞掛酌なくその機

1をらじ、て二方的レヒ勝ちを収めた時め乙どを患歯出・したの

カ】，今度ほ沼療…昔と視線が合うrとラ㌧」と吹き鵬しち』fご

めんなさい」と首をすくめて照れ笑いを：する。M手は図

・らずも1・誘ずがらめ激しい生の感藩を露呈サるご乏比な

らたボととろが実瞭体験しえみ1畜と7それな必ず・レも抑

えるべきものではな』く1また誰からも轡房られるセ・どで

もない。べとめことを契機に折彼女め身体がら竜う二づ緊

張がとれ，穏やかな表情をする・よ1うになち浸慈じられ

た。 ぞれほ治療者も向様で1』それまセどヒが腫れものに

』さわるJiお比1㌦もら」歩彼女の内面に踏み込めなレ・廼呼・

たためらいが，かなり解消され五の蛛確かであるよ

　ここでゲームをやめ，とぎれとぎれではあるが， 自分

の ごと にう｝Yて語り始める5国語は得意ぎがうr 算数は苦

手b』とぐに体育は自信がな・い。・1走る道恥づもぜ リになる

の・で悲しひ。・ 父親ほ仕蛮が忙1しくIF二家にいてもあ：まり話

・しを：しな恥とい、う。ゴそんな会話の中で∫気しばら」く沈黙が

続き許何かを言り・出しかねている。iジ i磐ン滋突　、1『

そしてゴ麹・2』・』・： 』ゾ』’〔”』づ㍗』 ン「」章痴阜滅く㌧旨・

　M』子』「あの『ときの豊とね乙・・＝二・』、二．多》1・㌧f準二㌧

”治療者「あの‘と1きらえ？」『」二 繋二轍llll：替」～

　M 『子「ほら1、病院にいら’たときゴミ逐。：、 拒～
　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　の．治療者、「ア←試あめ玉が喉につかえ文，Σ病院廼みても

　　 ，・ ららたをきのことね」M矯
二、、く：二㌔く謡

、、

べM臼子ご「ウニン，’・寧ラヌζで喉に傷がこでき て》㍉るよ…うな感

戯』錆、1じがむ弼愉りもまだ痛か弓だの♂で⑯ソ）で

二』IJ　l『シもお母さん，』 なんでもないづで恥う一し一 …・ 』

　治痛者「本当にまだ喉が痛から・たんだけ一ど鶉お母さん

∫r｛へ『ン、1気にとめて．ぐれなレ・から11よ けい心配になφち

　いr｛ やちた」▽　㌧∵㌧．」 』ン＼i∈：’㌃1㌧「・

YMl子Tそぢよ・…‘…論』＝、あれから食べるのなんだか

ゴづ 悪いの」

㌔治療者＼「食べでて3・のみこも■う とすると き，・また喉に

　　　っか、えそ『うで恐い』

　M子「ウソ』
　それまで一度も触れたことのないあの出来郷，1こ ？い

て，自ら初めて語った。M子は喉が痛いのを訴えたかっ

たのでは墾’・！町つ歩’え・ 締できず1踏しんだその

ときの肺しき・澄舞．脚親ゆかってもら噛かっ

た曝韻鱒し施煙である・本轡病院鴎ど
うで1むま力漁為㊦が事しれ蓼い。・今度喉にづカ）えだら，

いったヤ御瑚キて傾麹だ第歩…勤醜搾か

嘩通噺｛砿▽％嗣tl勘哩れ禦・
また1、痺否でもあろ1う

。

第叩．
　移動教室で日光に2泊3日い・う七きた、昼ぱボートに

乗ったり，サイクリソグをしたりで楽しい毎日ぷ夜は夜・

でジ先生の眼をかすめてレ朝まで話しこん廼恥たず先生

に見つから ないようにずる’にはll型特別の技術斐が必要

だという。』また， そこでは親友が・2入 もできた乏，．ぞれ

までとは違って自然な活き活ぎどした調子でむわべる掛

rっ箱庭では， 「今日はみんな放し飼恥』と棚は尊吻使嬬

しない。・真中の湖を中心にド砂の上に木の葉を敷きりあ

て草原に しダそこに馬や牛ガそれにライ オγや象レまでが

放牧されてbる。・あれ』ほど嫌がらていたグモ 1㌧’』ヘビダ込r

カデ もなんなく素手でづ がみ，・箱庭の中応入れ1たもき・も、

うジ弱いものを殺 して食ベズしま・う動物， l気味悪い汚恥”

動物は棚に押しとどめてお』く』ほどチ脅威には感じちれな

くなったのではなかろ うか。∴ 二㌧一 1・づ 〕i：1ン』P滋“Oご～

　第9回～11回　　　　　　　』』㌧と』澱ilン、 く・㍑L＞ 1．・

　みピー ドりゲ［ムは もう飽きてし．まちたと西1泌す：、、ミニ

チよアのボ｛り ソグをやりたがるも ．これは遊び方がや寒

難しく， は1じ1めの：・うちはピγが1本しか倒れなかゐた

り，
一f

！≒ノレカミ 漕に落ちた・り．で1 なかなカyうま・く∵陀試がな

い。．治療者にr度やるよ うに要、求…しヂ：・1回ですぺてのζピ

潔が倒れると1一「すごい／」乏言っ・て歓声をあげる富再

び自分でボ：一 リソグに挑戦するがザ1ど，う．しても得点が伸

びない。r、・だからといって一 途中でゲ厚ムを投げ出すよ疹

な素振りは見せず，‘ボールを投げ、る拳一不や角度を変え

たり、して， 高レ・得点をあげる：よ・う．に矯ろ硲ろ工夫、じて 恥

る」 そのうち，、画用紙に得点表を轡きぢM子の劣勢は承

知の上で治療者に勝負を挑んでくるヨ、やは りM子の劣勢

は続くがll、 「残念，また負けたかひでもそのうちに絶対

に勝っ宅みせるからねj とファイ トをむき出∫しに表現す

るず勝敗を競いザ勝と うと努力するが，己も・う負ける こと
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神田他ll喰欲不振傾向を示霞た思春期女子の一症例

春のこだわりは酵 とんど見られない。と真に財トみを楽し

んでいる。　　　　　　　　　　　　　　　 。c＼

　こうして以後数回の1鵡ラぜ7ではみ何種類塑のゲトム

を中心た進められていくこ1とになるずい』く0かある記辱

ムの中から次に選ぶものはll決まって内容がよ・り複雑で

勝っためには工夫が必要鷹あリジ・∫しか獲以前に遊んだこ

とのない初めてのゲrム・をと1り出1し1でぐるびこれまでの

画雫的な狭い行動の枠．から離れi 曳失敗を恐れず新1しい体

験に立ち向か・おう1とオる並汝ならぬ意欲が伺えたる富．

第12回㌧ 、、引 ”蟻｝』イ
1＝』

賦（ ・、迂， 卦・、
い

　夏休みも終わ膓今週から2学期が始まるず母親の田

舎では，11山でセ ミや甲虫を採らたり，く海できれいな貝殻

や力品をつかまえた．りした31日本海は水が冷たく、戸クラ

ゲにさされて痛かづたという伽そのほか6演ブ素ルに行ゐ

た；畳fとなどド夏休みの出来察を■時問夢中姪話 し続け

た合』♪L・∫‘：』“ △r 1一・甲．ヒ・』へ！こr・1∴」二球㌧・：M．

．第13回：1ジ』 『じン範こ』IYlド疏；でll『冠』∫㌔ンドジ渦

　新学期が始まって2週間ドト学校生活も軌道にのりだ1し

たじ学校で友達とぴマガを回1し読み： レたり， 知らな典手

芸の方法を教えてもらい彩、今それに凝うズいる演この、前

は宿題を忘れたので，ご授業中にこち二ぞり友達のズ幽 トを

借りて写1した。 とて1も ス り～レがあうたよ学校は家達が／い

づぱいいズ楽しい。，それにひきかえ’1塾はφま5ないぎ

やうぱり日曜日は遊びだいかrら。 家庭教師と勉強しズい

て、もダいづ．も問題集ぱか りやら ざれ1て嫌．になって1しま

うbお母さんは少 しでも勉強 しないrと怒る1し△あれにれ

と何かにつけて、口 う1るさいという。iこ のようにず1毎日の

白課になづている塾や勉強“それに母親について否定的

な感情を明確に表現したのは，』』この時が最初であるず今

・では体重が42㎏にまで増えズいるとヤぎろも1隠』．

1」M子の成長は箱庭にも顕著に反映さ穀ているレそれま

、ぐの動物ばかりの世界にill、初めズ家と少女の人形が登場

してくる。少女は動物にま℃らてブラン1⇒rに乗らて遊ん

でいる5．、子犬が少女の足にからみつき，くその光景を遠く

から大人の男性が眺めズ．り、る5・M子の分身rと思われる白

クヤてM子は池の 白グ濤が自分だと、いろ〉は箱庭を縦横

．に悠然、と歩きまわ⊃り1「 』少女はライオシや象ドそれに岱』ビ

やムカデまでと←緒にボ、同。じ世界の中で楽しく共存．しズ

いるの、であるす～、一k ∫・ l』芯　身k招ド　ド『豆さをピし凱磨r⊃

、第三4回文最終回） 、ヌ． 「：㌃～∴”』r ゴ’ト’・瀞・瑛ま

　一』F先生，私変わ1づたねも』1く2ウ〉だう展身体に元気が

、でてきて’みんなと走ちた りでぎる・3：うになづたんだも

の』と生命力が解放され5i． 現実にたち向がおう」とする意

欲を災感じてい！るびt入室fする前力㌧ら予定 しズいたかのよ

1うに1始療者に薗用紙と鉛筆を要求じ℃自み入物画を

描き始める（第皿図）。やはり眼は大ぎいが，・髪は1こざゐ

2ぱ1り1と三つ編みにrし，c顔の表情は之ても穏やかよ肩かち

余分な力がぬけい大分、リラ：ッ1あ烈している8、 2枚目の画
用紙にはデ』〕吟ドシえもん，へゐマンガを描きyそ、れを治療

者令の ブ．レゼじイトだ、とヤ）シヶてわたして ぐれた（第IV図）♂

宇宙かちや渉て来た超能力をめつ憾ラえも殉ぱ，．思険好

1きで聖．・？も〔人のために世舐をやくが・ なぜが ド』ジゐてぱ

か＝り海る。一しか』し1 こそれに むめげずジ 1やさ：しい心酒自由

．奔放に活躍する、ド簗え1，もんの姿は，1再び躍動 し始めてい

るM子の内的世界と耳垂繰しになりi　l・自分の欠点や弱さ・

を施認められ為だけの柔軟性と・力強さ：が確実に芽ばえて

ヤ＞る1ように感じら1れたb、、i藩・1、1， ト＝乳 三一☆㌃・、』

’” 皿図一　　　　　ぐ』

説二＿己・』

k　 ㌧ソrド

垣『1㌧二r

ト㌧ 　l

　算w図
1！r・』r』し、

　　　　風

曇ll　一『

1　、　「

⇔嬢、レ　　ヤ　■

』“r、 町 、い

＝「メ

＝－k一

　　『1［へ』』

r．，『　ド』

1卜

1 べ

．1だ

　ザ
ノ

「Il

じ匙メ、『殿ζ・

　　　黛
　　　　　　　　　し・．1『．F一．虐

r、
』ち『澄養蓼 C・二＼、㌧．『一

ヌy＞考、、、 察凋，へなン1』♪：じ．1、纏願．杖r，．．．、

、殖子は母親に対しせ》・うも素直於従順な争ど・む宅あら
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・日・本総合愛育研究所紀要レ 1べ第16集rl 　：
，

た♂母親の言いつけに従い1母親の過大な期待を衷切ち

ない、r』良い子乳1になるこ；とが自分の成すべきと乏だと感

iじていた61自分の依り拠乏なる枠組を母親に求あ，、あた

か もそれが自分自身であ・るτかの・ご とく振る舞いl　l感1じる

どきに こそ安定が保たれているら』』しか’し，ぐそ之にあるの

は親の判断やおしつけによらて機械的に行動している仮

の’ 分にすぎない。』この虚梅の自分と実際の自分との間

には常に矛盾が存在し，1彼女は劣等感に悩まされ自分自

身をも軽蔑しなければならな、くなる♂、しがもなおかづ心

の底ではし 1ひそかに虚構の．自分を信『じう1とぞれに・しがみO

こうとするため混乱は←層増大する。』だから・と・レ《っ亡非

視点を現実にすえ，同一幌した母親に不満や懐疑を抱

き，ましてや自らの欲求や衝動を意識すること1は， この
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゐ　ニ　ベし　こ
安定が崩壌することを意味する為菊抑馬せざるをえない

のである。周囲には母親の期待を難無く実現している優

秀な兄弟がいる・ 棚らの鰍嘱糊ご参・兄弟にあ

り瀬子晦らに圧倒さ繊恥轍姫憾じていたの
ではないだろ争か。 しかも，母親は予ど．もの御求や感情

に対して・あまりに撫儲であつ祇子ξもに勲つ

かヤ・嘩とどい雌論聴郊・そ継子ど もの心』

の中からの欲求と憾明らかにかみ命ってい毒y・。ごうし

てM子はしだいに自分を「人に野か為な娠自分，弱くて

駄目な自分』と騨馳 蛸・．節欲勲不充足感を

つのらせながら，行動にあ生彩を欠き，．準樋的になって

いったと考えられる。

そこで以下セヒ・鞭禰庭に表現陣煙子の自己仁

メージに焦点を絞っズ，治療過程の流れを追6てみるこ

とにする。　　　　　　　　 　　　　　レ1官 戚

　治療の初期に表現された人吻画と箱雍に嬬当時のM

子の姿が痛夕しいまでに浮き彫りにされている。まわり

はすべて強い動物ぱかり。そんな中に子塑ぎが一頭で出

ていった魎つべん喰い殺さ群レまう・そこ鋤物

を棚の瞭押し込み消分も吻勲暫㌃ら恥して
憩うこと示でき幣。しかしチ注章碁常に外界に向けら

れ，心の底に嫉強い不象と緊張が潜む5え≧φ状態で新し

い場に出ゼい6ても弘熱中して肇しむ崇窒毒できない。

自分は本当に楽レ換のかピ恐いのか晃 辛いφかさえはっ

きりつ勘ない・その うち沙郎と、飴翻面だけは

それほど恐れたワ・羅峠 りする嫉興い所である
ことがわかづ噛母 棚道に変籾1、唖から泉が湧

き出て大地姻し・動歓ちは翻を購する・だが自
分（サル）は最も安全な木のてっべんに登づ，この光景

をある種の期待をもって，反面，醒めた眼で眺めている
　　　　　　　　　　　　　　　しニコこ　　　　といち　　ソド
だけである。M子はよく無関心，無感動な衷惰をずるこ

、とがある冠恐ら1く葵充な1ζき・は外界を1、、、あ1るいは自分自

身’を冷た く引．き離しヨ． 自己疎外を・起也ゴしている’とき・であ

ろう。　　　　　　　　　　　　　　6 監銚，rン、1＼

　・やがて弱M子は木の上かち地面に降り淀1きて，i決して

負けるはずのないr番得意なゲ眞ムを始めるぷ1痴拳みの

主導権を÷手に握り，」・ときには都合のいいま与に・ル琳ル

を変えた／りむ《連勝につ ぐ連勝。しこのよ ろに彼女は治療

者との暖かい友好的な関係の中でド得意にならた．り1・わ

・茄ままを言っ．ては甘えたり’して振る舞う よ・うになるが劉

これはある意味では明らかに退行現象といえる6i治療の

初期の段階で，M子の内面に直接アブローチする1にはや

や荷が勝ち過ぎる と思われた6』そこで，・暖かい保護ざれ

た状況で“治療者との人間関係を通 して甘え鼻依存する

という，㍗これま聴求めても満たされなかうた感惰を埋め

ることは大切ではあるが，．と・もするとこれはFクライコ

ントが治療場面を単に退行シして，㌔満た1されぬ欲求を充足

させる場としてのみ認知し，そうした人間関係が延腐一と

続いて，結局は治療を長びかせてしまう危険性をはrらん

でいるる・そこ．で治療者はデ本来のル■ルに戻嘱てゲ点ム

を進めることを提案し， 勝敗を5分5分ま巧挽回して5．’こ

現実の世界に根をおろすよ・う意図 したし．と氾ろが∫ぐ幸い

にも当時敢子は学校生活にお蛇｝てもヲ朋友との親密な人

間関係を体験する二とができたのである。、移動教室で，ll

夜中、1つの布団に3人でもぐり込み， 先生の眼をかすめ

ては，1，身体を寄、せ合．いなが ら朝までふざげたり楽．．しく語

り合うたりしたるM子にとって同年輩の友人と・のこれほ

ど親しい交流は初めでであろうま ここ で3人はすっかり

意気投合しド親友としてし，・つも行動を共にするよう駕な

、づ．た壼、1二3一人が集まる老親しく 1話 したり1≦元気に走、りまわ

らたりする嵐時には仲違いのケ∫ソカ．．もするしゼ。テ 入トの

成績を互いに比べた りも・する5、1こう してM子は親友とい

うより好ま・しい同→視の対象を得ることによ》り｝．年齢相

応の少吹とfしての自己同ゴ性をわずかなが一らでも再形成

する1ことが可能になったと考え、ら一れる。1』P※　、， 』1
ノ、1

　9回．目・からのゲゥムはそれま．でのゲelム1とは意味が異

なる。1そ沼には以前の歳うな退行の、亭ゴァ、￥ス似感⊂じら

れないよむ『しろ自立であ1りい主体性の発現といえよ』う占

初めてのゲrみに興じ1びしか．も周囲にはその楽 しさ．を共

有できる朋友がいるる防衛的構えは1 現実に直面するこ

とを避けさせるだけでなく，多かれ少なかれ，㍗現実認識

を拒否することにもつらなる。しか1じ，1退行加ら脱却
ンし，亡自ちの意志でより 自律的に行動でき るよう：．に・ なれ
ば｝・．新しいこ』とを体験1してもド、それを二そ のまま受け容れ
、我を忘れて熱中する・こrと）ウ勲できよ…う／よ1鉱竜敦λ飴i、：二1 （・き

　箱庭にも人間が・2人登場こした輩棚の薮い広い出地梵あ

・ら ゆる動物と愕緒にな1って遊ぶ少女の／姿か1ら1，：桑M子は自
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分自身に対して肯定的な感情を抱くことができるように

なり，自らの内にある敵意や攻撃性という，それまで認

めることができなかったネガティブな感憐も自己親和的

なものとして，感じ始めていることがうかがえる。子や

ぎやサルに比べ，白クマははるかに力強く頼もしい。少

女マソガばかり好んで読んでいた子が，テレビのドラえ

もんをおもしろいと感じ，笑いころげて見ている。なん

とも無邪気でこだわりがない。こうして人間の内的な成

長の力が解放されると，自由な精神運動の発露に伴っ

て，自然で建設的な態度はおのずから生まれてくるもの

である。

　治療を終結してから1年が経過している。その間M子

は某私立中学に入学し，現在も元気に通学している。当

初血子と母親が希望していた中学には入学できなかった

が，彼女の学力により適した学校であり，母親も私立中

学ということで一応満足している。おそらくM子は中学

でも親友をもち，その交友関係を通して成長し，活き活

きとした生活を送れるようになると思う。だが，彼女は

当面のひと山を今なんとか越えたばかりであり，これか

ら迎える思春期，青年期にもまだまだ多くの越えるべき

山が存在することも琳実である。
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